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教員養成 ・採用 ・研修の全体に関わる改革が展開 して
いる。そ して、2012年8月 に出た中教審答 申 「教職生
活の全体を通 じた教員の資質能力の総合的な向上方策
について」では、現場での長期の実習 と省察を重視す


















Sch6n)に よって提起 され、日本においては、佐藤学 ら
によって紹介 されたものである。
だが、行論において明 らかになるよ うに、 日本にお
いて、その枠組みは、「教え」から 「学び」へといった
















2,シ ョー ンの 「省察的実践」論受容の 日本的文脈
(1)シ ョーンの 「省察的実践」論
専門職 とい うと、明確に専門分化 した科学的で標準
化 された理論や技術を持ってお り、その厳密な 「適用
(application)」によって道具的な問題解決 を遂行する






をめ ぐる知 として構成 される。 目的についての合意が
得 られるならば、「どのように行動 した らよいか」とい





て科学化 され、専門家は 「技術的熟達者」 として定位
され るようになった。
こ うした従来の専門職像 に対 して、ショーンは疑問
を投 げかける。現実世界の状況には複雑性、不確実性、



















続 きを説明できないまま、熟練 したふ るまいを行って
いる。実践者 の 「知(㎞owing)」 は行為の外にあるの
ではなく、その中において機能 している。 しかも、実
践者は行為や、行為の中の知について、あるタイ ミン
グ で 振 り返 っ た り(「 行 為 に っ い て の 省 察
(reflection-on-acrion)」)、行為の最中に考え自らの行為
を 調 整 し た り す る(「 行 為 の 中 の 省 察
(renection-in-acrion)」)。
特に専門職の実践においては、一定のタイプの状況
(ケース)に 繰 り返 し出会 う。そ して、少ないタイプ
のケースをめぐり多様なバ リエーシ ョンを経験するこ














り合 う言語 ・レトリック ・思考過程に表現され る)と
「活動の枠組み(actionframe)」(実 際の問題解決の活
動過程 ・慣行 ・制度に表現 される)の 両方 を含むもの
として捉える。そ して、省察を通 してそれ らを発見し
編み直 していく営みを、「枠組みの再構成(refraining)」
と概念化 している3。




実践家の専門性 を、その実践の複雑性やそ こに働 く高
度で総合的な見識において基礎づけた。それは、基礎



















小化 し、授業研究 と授業の閉ざされた相互依存関係 を





















定の 「す ぐれた授業」を特権化す ることで、教師の実
践の多様性 と固有名性 を剥奪するとともに、教育実践
の日常性に対す る感覚 を麻痺 させ るとい うのである。
佐藤は、授業の改善を目的とす る授業の研究は、第





解決 と「理論の言語」の創造を行 うもの とされている。
このように佐藤は、ショーンの 「反省的実践」論に依
拠 しなが ら授業研究における理論 と実践の関係 を構想
し、ショーンの言 う 「枠組みの再構成」に新 しい授業
研究の存立基盤を求めている。
さらに佐藤は、授業研究を事例研究として展開す る
ことを提起す る(表1)。 そ こでは、事前の教材開発や
指導案検討よ りも、事後の振 り返 りを重視すること、
そして、振 り返 りにおいては、教師の 「教える」営み
(教材や授業技術)の 妥当性の検討ではなく、個別の
教室や子 どもに生起する 「学び」の経験や出来事の意
味を丁寧 に探 ってい くス タンスが強調 されている。
こうしたスタンスで、一人ひとりの教師や、研究者が、




















表現 命題(パ ラダイム)的 認識 物語(ナ ラティヴ)的 認識
それぞれ に、個別具体的な授業の観察 ・記録 ・記述 ・
分析 を進 める。さらに、各人が記述 し蓄積 してきた事
例を持ち寄って、あるいは、一つの授業を集団で観察
した後に、集団で事例を検討す る臨床研究(「授業の反




することが 目指され る。 この具体的な事例 をもとに し
た 「反省 と批評」の作業 こそが、反省的実践家 として
の教師たちが実践的見識を高め合 う場であり、教師た
ちが教室の事実からカ リキュラムを創造 していく場で
あ り(「実践 ・批評 ・開発モデル」)、研究者たちが 「実












った授業研究の 「パ ラダイム転換」 と結び付いて提唱
されたため、事前の設計よ りも事後の振 り返 り(「行為
についての省察」)を 、そ して、事後の振 り返 りにおい
















心理学の 「熟達化(expertise)」 研究(専 門的な知識 ・
技能を獲得 しその領域における熟達者になってい くプ
ロセ スに関す る研究)に お いては、 「定型的熟達者
(routineexpert)」 と 「適応的熟達者(adaptiveexpert)」
とい う対概念が提起されている6。「定型的熟達者」(手
際のよい熟達者)と は、決 まった型の手続 き的知識(「も




それに習熟 していく。 しか し、こうやって得 られた技
能は、特定の課題や条件の下でのみ効率的である。 こ
れに対 して、 「適応的熟達者」は、状況に応 じて手続き
的知識を柔軟に組み替えた り、それを拡張した り、新
たな手続きを発 明した りできる状態を指す。




対象のメンタルモデルない しその構築 を可能にす る知




識」7)の 有無 として説明している。手続 き的知識 は、
限定されたタイプの問題にのみ効率的である。しか し、
手続 きを遂行す る中で、「なぜその手続 きで うま くい
くのか」、「それぞれのステップがなぜ必要 とされ るの
か」 と手続 きの意味を問い、概念的知識 を構成す るな
らば、学習者はそれに基づいて、既知の手続 きをさら






団 ・文化 を、深い理解や新 しい知識の構成 を重視する





もの として提出 した報告書 『変動する世界 に対応す る
教員養成(PreparingTeachersforAChangingWorlc/)』 で
は、そ うした知識基礎を柔軟に駆使 して不確実な問題





速 く正確 に適 用で きる こと(「 効 率













形成 され る 「授 業を想定 した教科内容 に関す る知識
(PedagogicalContentKnowledge:PCK)」 の重要性 が指
摘されてお り、この報告書でも大 きく取 り上げられて
いる8。PCKは 、教師のデザイン過程での判断プロセ
スにおいて機能 し、理論 と実践を架橋する知識の内実
を解明しよ うとするもの といえよ う。
(2)シ ン グル ・ル ー プ とダ ブル ・ル ー プ の 省 察
組 織 そ の も の を 自 己 変 革 を 行 う主 体 とみ な して 、 そ
の 変 容 を 捉 え よ う とす る 「組 織 学 習(organizational
learning)」 論 で は 、 「シ ン グ ル ・ル ー プ 学 習(single-loop
learning)」 と 「ダ ブ ル ・ル ー プ 学 習(double-loop
leaming)」 と い う対 概 念 が提 起 され て い る。
1970年 代 、 ア ー ジ リス(C.Argyris)と シ ョー ン は 、
組織学習のあ り方として、既存の枠組みや価値に基づ
いて問題解決を行 うシングル ・ループ学習 と、既存の
枠組みや価値、そもそもの問題設定の適切性をも問い
直す変革的な活動 としてのダブル ・ループ学習 とを区
別 した9。両者の違いにっいて、アージ リスは、サーモ
スタッ トを例に説明 しているlo。サーモスタットは、
温度が高すぎた り低すぎた りすると、それを感知 して
設定 した温度に調節する。これがシングル ・ループ学
習である。 これに対 して、設定温度 自体が本当に適切
なのか、 さらに、快適 さと節電の どちらを優先す るか
とい う前提価値をも問い、作動プログラムや基本方針
自体を見直すのが、ダブル ・ループ学習である。なお、







の省察」 と 「ダブル ・ループの
省察」 を図3の ように図示 して
いる。行動 し、観察 し、省察 し、
決定 し、再度行動す るだけでは、








践を指導す る新 たな枠組 みの構成 とその有効性の検
討)と いった 「探究(inquiry)」 過程へ と進む とき、ダ
ブル ・ループの省察が成立する。





有 さ れ 、 変 化 し続 け る プ ロセ ス(「 共 同 化
(Socialization)」、「表出化(Extemalization)」 、「連結化
(Combination)」 、「内面化(lnternalization)」)を 図4





れ なければ、既存の枠組みを強化 し、実践の硬直化 を
もたらすことになる。図5に 示 したように、 「省察的実
践家」概念が対象化 しようとした、専門家の創造的な
資質(状 況への柔軟な対応力 ・判断力)は 、実践をデ
ザイ ンする営みや 、実践の外側で構成 された知識 ・技
能 を学び、それを実践に適用する学習の道筋 と必ず し
も対立するものではないll。

























解釈 した り、問題発見 ・解決を遂行 したり




出来事や問題 を捉 える枠組み 自体 を吟味
















「実践的指導力」が過度に強調 され る中で、 「技術的熟
達者」は 「定型的熟達者」に、「省察」は 「問題解決的
省察」に蟻小化 され る傾向がみ られるのである。
現代社会は、学校が知識 ・技能 を量的に保障す るだ
けでは満足せず、高度で柔軟な知的能力や、異質な他
者 とのコミュニケーシ ョン能力 といった学力の質の追
求をも学校 に求める。たとえば,2008年 の学習指導要
領改訂で も 「活用」 「言語活動の充実」 「思考力 ・判断





業(「 教科する(doasubject)」 授業)が 目指 され る必
要がある12。そ して、そ うした 「教科する」授業は、













的知識をア レンジした り、暗黙知から形式知を創造 し
た りしてい くことで、 より柔軟で汎用性をもったもの
となってい く。 しか し、教育現場において知識創造に





実現 してい く上で、開放制、 「大学における教員養成」
図6.「 学問する」教師を軸にした教職の高度化(筆 者作成)
原則が追求 してきた価値や大学の教育機 能の内実を、




ける、学問的知識や教養(探 究の結果)、 お よび、学問
する ・研究する経験(探 究のプロセスや、それに伴 う
発見の悦びなどの情動体験)の 意味(例:教 科の本質
の理解 と学問的探究の方法の習得、教育学の理解 とア







「学問する」教師 とい う軸を明確にす ることは、学
問 と教育、理論 と実践な どの問のずれを改めて顕在化
させ るか もしれない。 しかし、そこでずれを埋めて し
ま うのではな く、む しろ異なる文化の狭間で思考 し、
異文化間を行き来する力量を育てることが重要である。
これにより、技術的熟達者モデルに対 しては、カ リキ
ュラム ・デザイ ンや教材開発の力量の育成を通 して、
長期的な見通 しの中で授業を構想す る視点 を提起 し、
「適応的熟達者」へ と導く。他方、省察的実践家モデ
ルに対 しては、実践研究の力、すなわち、実践的な問
題 を研究的に対象化 し、実践知を吟味 ・一般化して、
教師が自分たちの言葉 と論理(「現場の教育








高度化 ・複雑化す る学校教育の課題 に対
応する個人や組織の力を高め、現代社会が
求める新 しい学力や学びを実現 してい く上
で、「学問す る」教師、技術的熟達者、省察
的実践家 とい う三つの教師像を関連づけ ト
一15一
一タルに活性化 させ るよ うな、教師教育のグラン ドデ
ザインが求められているのである。
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